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大学コミュニティにおける多文化共生
T留学生が果たす役割―
ABSttRAC丁
丁he purpose of this study was to prove that lnternationol Students
ocadem■c credentials of the un■vers■ty commun■ty, and that this
■nternational.
This study reviewed the plon to occept Internotionol Students suggested by the Joponese Government,
ond exomined the doto thot  hos been gothered f rom students '  popers  wr i t ten in  o  c loss on ' In t roduct ion
to  Comporot ive Cul ture '  o t  the depor tment  o f  Humoni t ies ,  Toyomo Univers i ty .  Doto co l lec t ion
occurred over  o  four -month (2003/4-7)  per i .od.  Quest ionnoi res f rom students  thot  por t ic ipoted in
the closs on 'Contemporary Jopon Studies' ,  offered bythe Internotionol Student Center s' i .nce 0ctober
L999, were olso exomined.
The result of the examinotion into the doto showed thot Internotionol Students hove hod o greot
inf luence on Joponese students in their understonding ond occeptonce of di. f ferent cultures.
Therefore,  br ing ing In ternot iono l  Students  in to  the un ivers i ty  communi ty  is  essent io l  i f  the
Joponese s tudents  ore to  become more in ternot i -ono l  ond more moture.
【キーワード】 内なる国際化 留学生 Human resources多文化共生 大学コミュニティ
1 はじめに (研究の背景)
メディアの発達により,地球上のある場所で起きたことが世界に知れわたり,様々な世界の動きをリ
アルタイムで見聞きすることができる。異国の農 ・畜 0海産物が日常的に食卓に上り,胃袋を満たす。
BSE問題に端を発した牛丼騒ぎでも分かるように,遠いアメリカの出来事が日本にも影響を及ぼす。地
球の反対側で起きた大災害が自国の惨事になることもある。このような状況を考えると, もはや海外と
関わらずに暮らすことは不可能であり,私達の生活は成り立たないところにあることがわかる。
情報や物の移動のみならず,人の交流も増加している。外務省の発表によると,2003年10月現在の海
外在留邦人は,前年比4.5%増の91万1000人に達している。また,法務省入国管理局によると,2003年
に海外に出かけた日本人は1329万人ということである。外国人登録者数も年々増加し,法務省入国管理
局の統計によると,2002年末現在で185万1758人と過去最高を数え, 日本の総人口に占める割合は1.45
%になっている。留学生数は2004年5月現在で過去最高の11万7302人,就学生は2003年現在で4万2729
人である。だが,在学者数に占める留学生の比率は国際的にはまだ低い水準にある。
日本においても; もはや文化背景の異なる多様な価値観を持った人々と関わりあって生きることは特
別なことではなくなっているのだが,外国人を積極的に受入れてきた多民族国家とは異なり,外国人と
共に暮らすことについて歴史が浅い日本では, 自治体にも大学にも 「多文化との共生/多種多様性の共
存」についての自覚が薄く,そのため,その指針も明確に示されているとは言い難い。また, 日本国民
にも留学生も含めた外国人の存在が日本の国際化に不可欠だという認識は希薄である。それどころか,
昨今の外国人犯罪報道の影響なのか,外国人を余計者 0厄介者 ・危険分子とみなす風潮が生まれている
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ように感じられる。このような風潮は日本だけにとどまらず,欧米社会における極右勢力やネオナチの
台頭をはじめとし,移民の排斥など,世界的にみられる。世界はますますボーダレス化に向かって進ん
でいるにもかかわらず,「己と異なる」ものに対してはそれを理解することも受容することもなく,む
しろ攻撃の対象とし,排除する `不寛容'が広がりつつあるように思われる。
2 研究の目的
文部科学省では,中央教育審議会を中心として新たな “留学生政策"のあり方について審議検討をす
すめていたが,2003年10月に中間報告がなされ,2003年末の審議会総会において答申の提出がなされた。
この答申の中で,留学生の日本への受入れについては,『留学生受入れ10万人計画』が達成された今,
`量'の拡大のみならず `質'の確保のための取り組みが重要課題であり,そのためには大学等におい
て入学者選抜,教育研究指導,在籍管理を厳しく行うことが必要であるとの提言がなされている。確か
に,一部の成績不良学生や生活態度不良学生に頭を悩ませている大学関係者は少なくない。この提言は
もっともであろう。
答申では,「留学生交流は,我が国が目指す国際的に開かれた社会の実現にも大きく寄与する事業で
ある」と位置付け,さらに 「我が国と諸外国との間の人的ネットワークの形成や,相互理解と友好関係
の深化を促すことにより,ますますグローバル化が進展する世界の安定と平和に資するものである」と
している。
その一方で,法務省からは2003年11月に近年の留学生 ・就学生の不法残留の増加,不法就労等に係る
警察による摘発の増加を鑑み,在留資格に係る審査について厳格化する旨の通達がなされ,その結果,
2004年月からの留学 ・就学希望外国人に対する在留資格審査において,認定率が前年の78.6%から
45.8%に下がった。多くの日本語学校では中国人就学生が多数を占めており,中国人の在留資格認定証
明書の交付率が前年に比べ大幅に減ったため,経営に苦慮していると聞いている。このような状況が続
けば,今後は日本語学校を経由して大学に入学する留学生が大幅に減少することは確実である。さらに,
今後は学業成績によって留学生の在留期間延長の許可も容易には得られなくなることも予想され,除籍
者や退学者も増えるのではないだろうか。
こうした一連の流れをみると, もしかしたら,受入れ留学生が10万人に達したことで, この国は今後
これ以上の留学生を受け入れるつもりはないのではないか,留学生を閉め出したいのではないかとの疑
念がわいてくる。
答申や法務省の通達でも 「留学生 ・就学生の犯罪の増加」が懸念されているが, 日本人の外国人に対
する見方も,外国人と犯罪との関連がマスコミに取り上げられるにつれ,厳しいものになっているよう
だ。これは,2004年7月24日付けで公表された 「外国人労働者の受入れに関する世論調査」(「朝日新
聞」掲載)の結果にもあらわれている。もし,外国人犯罪の報道等により,外国人の存在を快く思わず,
逆に敵意を抱き,排斥しようとする動きが生まれてきているとしたら,残念なことであり,憂慮すべき
ことである。
留学生の受入れについては厳しい状況にあるが,一方で, 日本人学生の海外留学については, これを
積極的に促し,そのための政策的必要性が答申では強調されている。確かに,異文化の存在を理解する
には海外留学は大変効果的であり,学生の成長に大きく資するものである。異文化を体験することによ
り考え方の幅を広げたり, 自文化や自己への気付きが生まれたり,留学することのメリットは計り知れ
ない。以前に比べると,今や海外留学は特別な事ではなく,海外で学ぶ日本人学生の数も増加の一途で
ある。しかし,だからと言って,すべての学生に留学のチャンスがあるとは限らないし,海外に送り出
せば必ず国際感覚が身につくとも限らない。それに,異文化は国内にも数多存在しており,異文化体験
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は海外でしかできない事ではない:海外に出掛けなくても,国内で留学生等との交流を通して多言語 ・
多文化を経験する機会を得ることは十分に可能である。これからの時代は, 日本人学生の海外留学を促
進することも非常に重要であるが,他方で,大学の中にいる留学生をリソニスとした
`内なる国際化
'
によって,世界に通用する人材を育成することも決して不可能なことではないし,積極的に取り組む必
要があるのではなかろうか。海外留学が大きな成果を生み出すのであれば,既に日本に留学している留
学生自身も大きな成果を得ているわけであるから,彼/彼女らから学ぶものも大きいはずである。
本稿では,留学生の受入れが日本人学生に及ぼす影響や効果について調査した。また,大学コミュニ
ティにおける 「多文化共生」について考察し,留学生の存在意義を検証した。なお,「共生」とは 「お
互いの違いを理解した上で存在を認め合うこと」と定義した。
3 日本における留学生政策の概要
ところで, これまで日本はどのような政策に沿って留学生を受入れてきたのか。ここで,簡単に留学
生受入れ政策を振り返ってみる。
2001年1月,文部科学省の留学生受入制度100年記念事業実行委員会主催により 『留学生受入制度100
年記念式典』が行われた。この式典は, 日本政府が外国人留学生の直轄学校 (例:東京帝国大学,東京
高等商業学校,東京美術学校等)への入学を許可した最初の規程となる 「文部省直轄学校外国人入学規
程」を制定してから100年になることを記念して行われた。この規程以前にも,外国人留学生は来日し
ているが, 日本政府の直轄学校への外国人留学生受入れはこの規程から始まっている。
1952年に設置された文部大臣の諮問機関である中央教育審議会は,1956年の答申 「教育 ・学術 `文化
に関する国際交流の促進について」で,教育 ・学術 。文化に関し,諸外国との交流を促進することの重
要性について言及している。さらに,1974年の答申 「教育 ・学術 ・文化における国際交流について」で
は,「我が国の教育 ・学術 ・文化における国際交流の実態は,国際的にみても,また,他の分野と比較
しても,S じゝゅうぶんであるといわざるを得ない」との見解を示し,「教育 ・学術 ・文化における国際
交流の諸活動についてじゅうぶんな検討を加え,国際化時代に対応する抜本的な施策を樹立する必要が
ある」と提案している。外国人留学生の受入れに関しては,教育 ・学術 ・文化における国際交流振興の
ための具体的施策として, 1.外国人留学生受入制度の改善, 2.大学における教育指導体制の整備,
3.留学生の生活環境の改善, 4.帰国後の問題への配慮が必要としているが,外国人留学生の受入れ
が飛躍的に増加したきっかけは 『留学生受入れ10万人計画』である。
1982年に中曽根内閣が誕生し,翌83年6月に 「21世紀への留学生政策懇談会」が発足した。 8月には
「21世紀への留学政策の展開について」が発表され, こで前述の 『留学生受入れ10万人計画』が出現
したのである。当時の日本への受入れ留学生は1万0428人で, フランス (12万8350人)の1/10以下で
しかなかった。そこで,21世紀初頭までにフランス並の10万人受入れを目標としたのであるが,何故に
「フランス並」を目安にしたのかは定かでない。フランス並に留学生を受け入れるとは言うものの, フ
ランスのuniversit6のほとんどは国立で,授業料は無料 (登録料として2～3万円必要)であり,さらに,
学生に対する手厚い経済的援助 (例えば,住宅補助等)は留学生をも対象としている。このような違い
を考慮して 「フランス並」としたのであろうか。疑間である。
1990年には改正入国管理法が施行され,外国人の人国と在留が大幅に増え,外国人登録者数は100万
人を突破し,留学生総数は4万1347人を数えるまでになった。1999年から2003年までの4年間には私費
留学生が飛躍的に増加し,2003年5月現在で留学生総数10万9508人を数え, こに中曽根首相の提唱し
た 『留学生受入れ10万人計画』は目的を達したのである。
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4 調査
4‐1.対象
(1)2003年度前期の木曜日4時限目に,富山大学 (以下,本学という。)人文学部国際文化学科共通 ・
必修科目として, 2年生以上を対象に開講された 『国際文化概論』の受講学生のうち,第6回日 (5月
15日)の受講者及び期末試験レポートで,「留学生」について特記した日本人学生を対象にした。2003
年5月現在,本学には274人の留学生が在籍し,人文学部には33人が所属していた。そのうちの13人が
受講した。
以下に,履修登録者 (評価対象外の学生を含む)及び調査対象者のプロフィールを簡単に示す。評価
対象外の学生とは,期末試験を受けなかったため,単位認定ができなかった学生を指す。
《履修登録者》
国 籍 男 女 計
日本 25
?
?
?
?
中国 4 7
ブラジル 0
ロシア 0
計 30 70 100
学  科 日本人 評価対象外学生 留学生
人文学科 15 (6) 5
国際文化学科 46 (7) 5
言語文化学科 9 (4) 0
聴講生/科目等履修生 3
計 70 (17) 13
《調査対象者;5月15日の受講者》 <日本人学生> <留学生>
学 年 男 女 計
2年生 0 4 4
3年生 0
4年生 0
聴講生等 1
計 7 9
《調査対象者 ;期末試験》
学 科 男 女
人文学科 3
国際文化学科 5
言語文化学科 0 5
計 6 15
(2)本学留学生センター日本語研修コース1期 (1999年後期)。 2期 (2000年前期)・ 3期 (2000年
後期)・4期 (2001年前期)の 『日本事情』に参加した日本人学生を対象とした。
「日本事情」教育とは,留学生のための特設科日であり, 4年制大学の留学生対象の設置科目として
認可されている。留学生センターでは, この科目を前期と後期に1コマ (90分)ずう開講。留学生と日
本人学生の合同授業とし,双方の異文化理解を促進し異文化コミュニケーション能力を高めることを目
的としている。<詳しくは,『富山大学留学生センター紀要創刊号』(2002)に掲載>
学 年 男 女 計
2年生 13 29 42
3年生 14
4年生 4 4 8
計 19 45 64
国 籍 男 女 計
日本 19 45 64
中国 6 8
ブラジル 0
計
?
? 73
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42¨.方法
『国際文化概論』において受講生が記述したレポート(①②)からデータを収集し,考察した。
① 「ステレオタイプ」をテーマとした授業において学生が記述したレポート
「相手のことをよく知らないときほど勝手な印象が一人歩きしやすい」(1998八代京子他)ものであ
る。異なるものの存在を理解し受容するためには,まず互いに正しい姿を知らなければならないのだが,
それを妨げるものとして, `カテゴリー 化
' `ステレオタイプ' `エスノセントリズム'などが指摘さ
れている。そこで,第6回目の授業テーマに 「ステレオタイプ」を取りあげ, 日本人学生,留学生の双
方がお互いに対してどのようなイメージを持っているのかを探った。授業は,ステレオタイプについて
20分程度の講義をおこなった後,留学生と日本人学生混合の10人程度のグループをつくり,各々が描い
ている 「イメージ」を確認 ・検証するために話し合いをおこなった。その後,各自がレポートを作成し
た。
②期末試験レポート
期末試験レポートでは,「授業で感じたこと,授業から得たこと」や 「受講によって自分自身に変化
があったか」など,授業全般について広く記述を求めたのだが,留学生との対話が余程印象深かったの
か 「留学生」について特記した日本人学生のレポートが21,つまり30%あった。その21を考察した。
①②の他にも, 日本語研修コース 『日本事情』の合同授業に参加した日本人学生を対象におこなった
アンケート(③とする)から,留学生の存在が学生にどのような影響を及ぼしたか考察した。このアン
ケートは自由記述方式としたものである。
4‐3.結果と考察
調査の結果, 日本人学生は留学生から多くの影響を受け,多くのことを学んでいることが分かった。
さらに,留学生の存在が日本人学生の 「成長」に大きく寄与していることも確認できた。以下に,大き
く4つの観点から,学生の反応 ・内省の考察と分析及び根拠となるデータの一部を抜粋して示す (学生
が表記したままに記す)。また,結果の詳細は巻末に資料として掲載する。
「自文化 ・自己への気付き」
異文化を理解するためには,先ず自文化や自分のことを理解することが必要となる。自分はどのよう
な基準で物事を判断しているのか,また何を 「常識」と感じ,何を 「非常識」と感じているのか等を認
識することが大事である。授業の中で,実際に留学生と対話をしたことによって,“自己"に関する多
くの事に気づき,内省したようである。こうした気づきや内省は日本人同士の接触では起こり難い。
・留学生に意見を聞いて, 自分は今まで随分と狭い範囲の 「常識」に捕われていたのだなと感
じた。文化に興味があると言っていたわりに, 日本の特異な部分について何の疑問も持たず,
気付いてさえいなかったのだから恥ずかしい。(国際文化学科 ・女)
・実際に留学生から話を聞くと,少しずつ日本の文化というものが見えてくるようである。もっ
と日本の文化について知らなければならないと感じた。そして,外国の人,異文化の人々に,
日本の文化について語れるようになりたいと思った。そして,異文化に対しての偏見が少なく
なるよう,様々なことを体験し,なぜ自分の文化と違う人がそのような行動をとったのか,少
しでも理解できるように努力したい。(人文学科 ・女)
0日本のことについて質問された時に (日本人なのに)説明できないこともあり, 自分の国に
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ついて全然知らないことだらけなのだと感 じた。自国のことについてしっかり話せるようにな
ろうと思った。(言語学科 ・女)
・中国の人は自分の国の歴史や政治について, とても関心があるそうだ。自分達もバイ トばか
りしていないで自分の国の事,他の国の事にもっと目を向けてみてもいいんじゃないかと思っ
た。(国際文化学科 ・男)
・授業で中国から来た留学生の話を聞いた時,中国の社会,経済,教育制度,地理についてわ
かりやすく教えてもらいました。日本でこれだけ自国について語れる人はそういないと感じ,
感心したと同時に,情けないという気持ちにもなりました。(国際文化学科 ・男)
・様々な事を話してもらって,色々な質問が出たけど,教育制度や政治,地理の話などに簡単
に答えていく所を見て,中国の人々の勤勉さに驚きました。逆に言えば, 自分達日本人があま
りに自国の事について無関心なところが多いと痛感させられました。(国際文化学科 ・男)
・留学生の視野の広さにおどろいた。自分の価値観が大きく変わったように思われる。外国に
行った時よりも,「外国」に触れることができたと思う。学内で外国を体験できたし世界の広
さを考えることができるようになった。身の回りだけが中心であった生活に奥ゆきができた。
未来のことについて考えることができるようになった。(理学部)
。普段なにげなく行動していることにも興味を持つようになった。日本のこと,私のことにつ
いてもう一度考え直すことができた。異文化を持つ人々を理解するには, 自分の文化をもっと
理解しなければならないと感じた。(工学部)
・外国の文化の話をきくことで, 日本文化に関心をもつようになった。自分の日本文化にたい
する知識のなさを痛感した。(経済学部)
「異なる文化 (相手文化)に対する気付き」
異なる文化を理解することは,ひいては自分や自文化への洞察を深めることにもつながる。
文化背景の異なる人々と共生するためには,相手を正しく認識するこどが大切であるが,90%以上の
学生はメディアなどから勝手なイメージを作り上げていたと記述している。だが,実際に留学生と対話
をしたことで,「新しい発見」が数多 くあり,「もっと知りたい」という欲求が生まれている。
・今まで特に意識はしていなかったが,聞いてみると知らないことだらけだった。無意識のう
ちにステレオタイプがつくられていたことに気づかされた。(国際文化学科 ・男)
・中国には行ったことがないし,それほど詳しくもないので,習慣や考え方の違いについて話
せてすごく刺激になった。改めて日本の文化というものを感じたし,距離としてはそんなに遠
くない中国とでも文化の差異 (事柄にもよるけど)はっきりみられるところもあった。とても
おもしろかった。(人文学科 ・女)
・中国人とブラジル人の文化事情にたいしていかに無知であったか思い知らされた。日本人は
他国のことをあまりにも知らないでいること,そしてまた他国への関心の低さが
“日本人は閉
鎖的な人種"という固定観念を抱かせる原因にもなっているのだろうかと思った。(人文学科 0
女)
。中国をひとくくりにしてイメージを持っていましたが,実際には多様な文化が存在している
んだなあと実感することができました。(国際文化学科 ・女)
「直接対話の大切さに対する気づき」
授業で留学生と対話したことを約90%の日本人学生が 「実際に話をすることは大切だなと改めて実感
した」「留学生と話せて良かった」と評価している。直接に対話することで,親しみを感じ,相手に対
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して勝手な思い込みで作り上げていたイメージを払拭し相手に対する理解が進んだと述べている。
・ずっと留学生と仲良くなりたい,話してみたいと思っていたけどなんだか話しかける勇気も
出ず,話せないでいたけど, この機会に話すことができてとてもうれしかったし, もっと他の
国を知りたいと思った。(人文学科 ・女)
。中国人さんは硬 くて近づきがたい雰囲気を持っているのかと思った。しかし,陽明さんと少
し話しただけでイメージは大きく変わった。……かなり身近に感じられる存在となった気がし
た。(人文学科 ・男)
。何か留学生っていうと仲良くなりたいけれども一声がかけられない感じだったので今日は金
さんと話せてよかった。これから廊下で会ったらまた話し掛けよう。 (人文学科 ・女)
。このように中国の人等,外国の人と話すと,今までの常識がまったく変わって思われるので
とても楽しいし,勉強にもなりとても良い事だと思った。これが異文化コミュニケーションヘ
の第一歩だなと思った。(国際文化学科 0男)
・留学生の方と話せてよかったです。とても楽しかったし,カルチャーショックもありました。
やはり想像だけではいけないな,と思いました。(国際文化学科 0女)
・そう簡単に海外へ行けない現実もあるので, このような留学生の生の声に触れて,その国の
真実と向き合える機会をもうけられることはすばらしいと思います。 (国際文化学科 `女)
。一度,この授業で,留学生と話をする機会があった。そこで,ようやく異文化を感じられた。
やっぱり話してみると,考え方などが違うのだ。日本にも意識してみれば,外国人はたくさん
いる。その人達と積極的に接してみれば,異文化を感じるだけでなく, 自文化を考えるきっか
けになると思う。(国際文化学科 ・女)
・中国人は中国人でかたまってしまうので,話しかけづらい。今日の話し合いの時間のように
普段からそういう時間をつくっていきたい。新しい発見が多くておもしろかった。留学生だか
ら・・とかではなく,個人的な友人としてのつながりが大切だと思う。友人になるためには話
すこと,互いにわかり合うことが必要で,私自身ももっと積極性がほしいと思った。(国際文
化学科 ・女)
・話してみれば案外,同じ人間だと感じた。これからは,前よりは,留学生じゃなく1人の人
間として見れそうだ。ちょっといい体験になった。(国際文化学科 。女)
「先入観 ・固定観念の弊害に対する気づき」
大半の学生が 「イメージ (先入観 ・固定観念)のほとんどがメディアを通して培われている」と分析
している。そして,誤った 「イメージ」は偏見を生み出し,真の姿を見失わせる恐れがあることを指摘
している。
・イメージと本当の姿はまったく違うんだと思った。変な偏見をもって他国の人と交わるのは
良くないと思った。知らないことや,あいまいなことがあるなら,ちゃんとその国の人に聞い
て,実際の様子を知るべきだと改めて思った。(言語文化学科 ・女)
・ステレオタイプ化は確かに偏見を生むし,悪い方向に物事が進んでしまうこともあるかもし
れませんが,一体どういったステレオタイプがあるのかを調べることでお互いの距離が縮まる
ということもあるのだなと感じました。(国際文化学科 ・女)
・自分のステレオタイプな意見がいかにマスメディアから得たものなのかとても強く感じまし
た。そして,それを簡単に信じてしまうこと,マスメディアによるものだから広範囲に,急速
に伝わる恐ろしさを実感しました。(国際文化学科 ・女)
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4‐4.まとめ
異なるものの存在を理解し受け入れ,共生するために何が必要かというと,まずは共生する相手の存
在に気付くことである。相手の存在に気づくことにより,自己の存在を再認識することにもなる。さら
に,異文化との共生には,異なる文化背景の人々への 「開かれた心 ・態度」も必要である。そのために
は柔軟な考え方, 自己中心的な判断にとらわれない考え方,相手への共感などが必要とされている。加
えて, コミュニケニション活動への積極的な参加行動も不可欠である。
データの考察 。分析により, 日本人学生が異文化との共生に必要なものに気づき,留学生との共生に
向けて一歩踏み出したことが確認できた。
5 おわりに (課題)
「日本人学生の派遣留学を積極的におこなう」という中央教育審議会の提案には大いに賛成である。
答申に 『留学生交流の意義 (理念)』として掲げられている 「国際的な視野を持った日本人学生の育成
と開かれた活力ある社会の実現」のためにも積極的に取り組むべき課題であろう。だが,多くの学生に
とって,留学は 「行きたい」から容易に 「行ける」という類いのものではない。留学するためには経済
的な問題をはじめとし,クリアしなければならない問題が数多くある。
調査から明らかになったように,大学コミュニティにおいて,留学生は日本人学生に大きな影響を与
え得る存在となっている。日本人学生の国際化に欠かすことのできない存在となっている。ならば, こ
れからも積極的に留学生の受け入れを進め,留学生を `human resources' と考え, `内なる国際化
のための教材
' として,国際的視野を持った日本人学生の育成に貢献する方向を目指すことは日本人学
生を海外に送り出す以上に意義深いことなのではなかろうか。
但し,忘れてはならないのは,留学生の “存在
"が
影響を与えているわけではなく,ただ存在してい
るだけでは意味がないことも今回の調査で明らかとなった。日本人学生と留学生が友好的かつ建設的な
共生を成しとげるためには活発な交流が生まれなければならない。
筆者は1999年月から留学生センター留学生指導部門 (以下,指導部門という。)の業務を担当して
いる。この部門の業務は多岐にわたっており,その一つとして,留学生と日本人学生の 「交流」を促進
するための様々な取り組みをおこなってきた。大学コミュニティにおいて,留学生と日本人学生の間に
自然自発的に交流が生まれることは稀である。交流が生まれ難い一因として,留学生と日本人が知り合
う `きっかけ'があまりないことが考えられる。そのため,指導部門では年 2回の交流パーティーや見
学,昼休み時間を利用した 「おしゃべリタイム」等を開催して
`きっかけ'を提供しているが,参加者
はごく一部に限られる。その上,このように双方が一緒に行動できるものは
`きっかけ' として効果的
であるが,その場限りの交流で終わりやすいのが欠点である。その点,授業は毎週顔を合わせるので,
継続的であり,効果的な
`きっかけ'になると考えられるのだが,同じ場所 ・時間を共有していても,
留学生は留学生同士で固まる傾向があって話しかけづらいという日本人学生の指摘があり,留学生の方
からも自分達からは日本人学生に話しかけ難いという声がある。確かに,『国際文化概論』のクラスで
も,ほとんどの日本人学生は後ろの席から仲良しグループの数人ずつで固まって座り,留学生は正面の
前の席に固まって座り,各々が積極的に交流する様子は見られなかった。工学部では共同で実験等を行
う機会が多くあるため,同じグルニプになった学生同士で友達関係になることも多々あると聞いている
ので,授業の形態も関係していると思われる。
『国際文化概論』では,一方的な教授型の授業形態ではなく,なるべく学生同士が接触する機会を多
くつくりたかったが,そのためには,やはり多くても20人程度のクラスサイズが望ましい。
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最後に,2004年月に国立大学は法人化され,それに伴い種々の変化があった。「非常勤講師予算の
削減」もあり,筆者担当の 『国際文化概論』科目も2004年度は開講されなかった。前期が始まってすぐ
に,「去年,履修したかったけど,他の教科との関係で履修できなかった。今年履修するつもりだった
のに……」と研究室に駆け込んで来て訴えた学生がいたりしたが,如何ともし難い。
課題は様々あるが, 日本人学生も留学生も縁あって同じキャンパスで学ぶ学生同士である。今後とも,
多種多様性を無視することなく,己と異なるものを排除することなく, ともに共生を目指してもらいた
い。
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資料
① (抜粋)
・中国を一つのイメージとしてとらえていたが,留学生と話したことで,一つにまとめられないことがわかった。
外国の人と話すのは難しいが,それが面白さなのかもしれない。(国際文化学科 ・女)
・日本人より積極的に行動すると思っていた。実際, 自分の意見をはっきり持っている。ス トレー トな性格で外交
的。結構気が合うかも。(国際文化学科 ・男)
。私は固定観念なんかもっていないだろうと思っていたが,いろいろ質問していくうえで, もちろん思っていた通
りの所はあったけれども,ほとんど私の中でつくりあげられたイメージだったので驚いた。(言語文化学科 ・女)
0今日,短い問だったけど,留学生と話をしてみて,いろいろな発見があった。でも,一人の話しか聞いていない
ので,同じ中国でも他の人と話をすると,今日の話とは少し違った印象を受けるかもしれないもまだまだ私の固定
観念はたくさんあると思うので,いろいろな人と話をしたいと思った。(国際文化学科 ・女)
0日本人は,大学生=遊べる時期というイメージを持った人が大勢いるが, とても恥ずかしい気持ちになった。中
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国の人と話せる機会があって, とてもすばらしい時間をすごせた。(言語文化 ・女)
・中国人と言えば対日感情に関して,あまり良くないと考えていたが,実際はそうではなかった。(国際文化学科 ・
男)
・今までステレオタイプに感じていた事は,やっぱり間違った情報ばかりではなかった。いろいろ留学生に尋ねて
みたけれど,あまり想像を裏切られるような事はなく,だいたい想像どおりの答だった。これはこれで,少し意外
だった。(国際文化学科 ・女)
・初めて知った事実はたくさんあった。違う文化に触れることのできた楽 しい機会だった。(国際文化学科 ・男)
・今回留学生の人と話をしてみて,実際に話をすることは大切だなと改めて実感 しました。(国際文化学科 0女)
・私のイメージはほとんどテレビによるものだったので, 1から10まで, うのみにしてはいけないなと思いました。
(言語文化学科 ・女)
・自分の無知 (自文化/他文化について)の確認ができた。(人文学科 ・女)
・無意識のうちにステレオタイプがつくられていたことに気づかされた。(国際文化学科 ・男)
・意識 していなかったが,今日の授業でいかにステレオタイプというものがあるのかがよくわかった気がします。
(国際文化学科 ・女)
・住んでみなければ分からない情報が分かったのが,面白かったし貴重だと思いました。(言語文化学科 ・女)
・日本を外から見た話を聞くのはとても楽しかったです。また,外国のTVや教科書で教わらない普通の生活につ
いて聞くのもとても楽しいことでした。(国際文化学科 ・女)
・情報がいろいろある国の方がステレオタイプも多いとわかった。テレビ等の報道ももう少し気を付けて見ようと
思う。(国際文化学科 ・女)
・いかに自分が狭い世界でしか生きていないのかを痛烈に実感 した。今, 自分達が外国の状況を知るには様々なメ
ディアがあるのに対し,そこに出てくるのは, ほんの一握りの情報だけである。このため, これからは情報の一方
的な受身としてではなく,その情報をいかに選び,そして考えるかが重要である。これからはそれを意識していき
たいと思う。(人文学科 。男)
0日本を外から見た話を聞くのはとても楽しかったです。また,外国のTVや教科書で教わらない普通の生活 (?)
について聞くのもとても楽しいことでした。(国際文化学科 ・女)
② (抜粋)
・この講義の中で,中国の人と話す機会があり,中国文化について様々なことを聞くことができ,私は今まで中国
についてステレオタイプ化していたことがわかった。今まで考えていた中国のイメージとは,ほとんどの点で違い,
中国について傾ったイメージを持っていたことを反省した。このように異文化に多く触れることにより,新たにそ
の文化について知る事ができ,ステレオタイプ化された文化について考えを改めることもできるのではないか。異
文化に触れられる機会はそう多くないが,機会があれば積極的に異文化に触れるべきだろう。(国際文化学科 ・男)
・授業で中国からの留学生の方と話をする機会があったときに,た くさんの発見がありました。私が抱いていた中
国のイメージはみごとに壊れました。私が抱いていた中国のイメージというものはまさにステレオタイプだったの
だと思います。彼女と話してみると,私は中国のほんの一部, しかも誇張された部分しか見ていなかったというこ
とに気付きました。……異文化に触れることは, 自分の価値観を見直すきっかけを多く与えてくれることと思いま
す。留学生の方と話したことも, とても自分にプラスになったと感じています。(国際文化学科 ・女)
・この授業で初めてだったことが一つある。それは,留学生の人と話をしたことである。 2年半富山大学に通って
いて留学生と顔を合わせる機会はたくさんあったのに話をしたことはなかった。今回授業で留学生の人たちと話を
してみて,また先生と留学生との会話を聞いてみて,留学生に対するステレオタイプが間違っているものもあると
わかった。……やっぱり実際,留学生と話をする,または外国に行ってみたりしないと,本当の異文化を知ること
はできないと思った。(国際文化学科 ・女)
・文化について述べるためには自文化を理解し,異文化を体験することが,私にとって,最も身につくものだと,
この授業を通じて感じた。特に中国人の留学生と話した時にそのように感じた。……国際文化について,い くら話
を聞いて,その通 りだと思っても。本当の理解 ・認識ができるのは体験 してからだと実感した。(国際文化学科 ・
女)
。この授業に参加して,富山大学にも多 くの留学生がいて互いに異文化について知る機会があるのに, どうしてで
きていないのだろうと不思議に思いました。大学 4年までいながら,留学生と席を並べて話をした授業はこれが初
めてでした。彼らの話を聞くと,自分がいかに偏見や無知の状態で彼らの国自体をみていたのだと気付かされまし
た。……文化といってもそれを作っているのは人間一人一人である。相手と話し,よく知れば,少しずつ異文化に
ついてもそれほど違和感を感じなくなるのではないだろうか。同時に,異文化を語る時, 自文化についても知って
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おく必要があると感じました。……このような機会 (留学生と話す)が沢山あれば, もっと互いに知識も広がって,
一方的な偏見もなくなると思います。(国際文化学科 ・女)
・授業の中で中国の子と話す機会があり,それがすごくおもしろかったことを覚えている。今までなかなかそうい
う機会がなかったし,話してみたいと思っても躊躇してしまって話しかける事ができなかった。王さんと話したの
はすごく短い時間だったけれど,文化の違いを本当にたくさん感じた。(言語文化学科 ・女)
・この授業を受けるょうになって,留学生と話す機会も増え学校で会うとすれ違う程度でも挨拶をするようになり
ました。(国際文化学科 ・男)
・留学生が多いおかげで,いかに国によって文化が異なるのかがわかりました。(国際文化学科 ・女)
・よく先生は,私たち日本人が外国を見る時の固定観念や盲点を話してくれました。そして実際一緒に授業を受け
ている留学生と話す機会を作ってくれました。あの時の授業は,私の外国の人に対するイメージを見事に破りまし
た。中国に対する固定観念が柔らいだだけでなく,違う言葉を話し手も,同 じ人間なんだなあ, と改めて感じまし
た。(国際文化学科 0女)
・授業でやっておもしろかったのはステレオタイプについて勉強した事だ。「中国人に対するステレオタイプ」で
私はまじめで,無口で無愛想なステレオタイプを抱いていた。だけど,実際中国の人と話してみるとすごいよくしゃ
べるし,笑顔を絶やさないし,……私のステレオタイプとはまったく違う。
この授業をうけなければ,私はず―っと中国人は無口で無愛想でまじめなステレオタイプをもったままいただろう。
そう考えたら少しこわい気がする。(言語文化学科 0女)
・授業で留学生の方々と親しく話す機会が与えられたことがとても良かったと思う。何となく話しかけづらくて親
しくなれずにいた人達とのあいだの壁が小さくなるきっかけになってくれたと思う。生まれ育った国が違い,属す
る文化が違う人達と接するのは, 日本の中での異文化の相手と接することとそんなに大きくちがわないのだと気づ
くことが出来た。それはとても大切なことだと感じた。(人文学科 ・女)
③ (抜粋)
・異文化を持つ人達との交流はもちろんのこと,同じ日本人として大学にいる人達との交流ができたことが自分に
とって大変有意義なものでした。周囲との交流に消極的な方でしたが, こうした機会を与えられ, 自分自身積極的
な方向へ動いたと思います。日本人の学生には特に,経験がない,また機会がないというディスカッション形式の
授業は自分自身を表現するための大変良い機会だったと思います。日々, 自分の考えや意見を明確にとらえ,また
人に伝えるという事の重要さがわかりました。(経済学部)
・今までは留学生の存在と自分には,(同じ大学にいても)壁を1枚はさんだような存在でしたが,身近な存在と
して感じるようになりました。(経済学部)
・自分の常識はあくまで日本だけの,私だけのものなのだと改めて感じた。テレビや雑誌で留学生の出身国のニュー
スが扱われていると,以前よりも関心をもてるようになった。日本事情のクラスに参加できたことは,私にとって
有意義な経験となりました。(理学部)
0他の様々な国の文化や,特に今まで気にしていなかった 「日本」についてよく考えるようになりました。ただ単
に色々な友達ができただけでなく,その人の文化や自分の今まで生きてきた環境 ・文化など,よ く考えるようにな
りました。友達がたくさんできました。日本人も留学生も。あと
“文化"について, 日本についてとてもよく考え
るようになりました。また, さまざまな国のあいさつ, ジェスチャーを学ぶことができて大変楽 しかったです。
(理学部)
0自分が日本人である事を自覚した。世界が広がった。(工学部)
・今まであまり自分の国である日本の事について考えることがなかったので, このクラスに参加して新たな発見が
たくさんあってシゲキを受けました。「言葉は文化である」ということがすごく良く分かった授業だったと思いま
す。(経済学部)
・ “日本文化"(言語 ・習慣など)について考え,勉強しようと考えるようになった。クラスで取り上げられたこ
との多くは,知らなかったことばかりで,いい刺激になりました。いろいろな国から来ている留学生,学部も年齢
も出身地も様々な日本人学生らと話し合いをすることができて,良かった。いろいろな人達と交流できて,本当に
楽しい半年間でした。特に,留学生の皆さんとお互いの国について話し合った時が印象に残っています。(教育学
部)
・自国の文化 。習慣について再考し,他のボランティアの人々と共有する時間を持て,有意義であった。(人文学
部)
0自分たちで授業をつくるという受け身ではない姿勢を感じるクラスでした。とてもリラックスした雰囲気の中で
進んでいったのがよかったです。短い間でしたが,私自身も様々な意見に触れ,成長することができました。後半
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は卒論準備等であまり時間がとれなかったのですが,楽しいクラスでした。(教育学部)
0他言語などが学べて楽しかった。あまリアジア圏に興味がなかったが, もっといろいろ知りたくなった。同じ大
学にいながら交流がなかった留学生の人々と話すことができた。留学生の人々の国の言葉 (あいさつ等)を授業の
初めに行っていたのがすごくよかったと思う。卒論の関係でなかなか参加できなかったことがすごく残念です。
(教育学部)
・ずっと積極的な人間になりたいと思っていました。変わってしまいたいと思っていました9ですが, 自分が意見
を持っていれば,必ずしも自分が !と前に無理 して出ていかなくても, 自分は自分だと考えられるようになったと
思います。(教育学部)
・日本について改めて考えるようになった。今まで漠然と改めて考えたこともなかったことに気付き,新鮮な発見
があった。留学生の方を通 して,海外に対する好奇心が満たされたことと日本に対する自分の考えを考え直す良い
機会になったことが良かった。(人文学部)
・自分は日本人であるのに, 日本のことについてどれだけ知らないことが多いかということを痛感した。他国のこ
とを知ることだけが異文化理解だと思うところがあったが, 自国のことをしっかり知った上でお互いに教え会うこ
とが大切なのだと思った。留学生と触れ合う機会がほとんどゼロに等しく (以前にオーストラリアからの留学生と
友達になったが, 自分の国のことをこんなに考えたり,話したりしなかったので)これまで過ごしてきたが,何か
を気付かせてくれるよい機会であった。ただ一つだけ残念だったこと,反省したいことは,授業以外ではほとんど
関わりをもてなかった, もたなかったことである。私自身,気持ち的にも接したいと思っていたが,行動に移せな
かったということである。(教育学部)
・外国の文化の話をきくことで, 日本文化に関心をもつようになった。自分の日本文化にたいする知識のなさを痛
感した。(経済学部)
0日本のことをあまりにも知らなかった自分が恥ずかしい。(経済学部)
。大変良い経験になりました。大変勉強になりました。また, これからますますいっそう勉強していきたいという
気持ちになりました。(理学部)
・いろんな国の会話 (ありがとう, ごめんなさいとか トイレはどこですかなど)を比べながら学べて良かったです。
(経済学部)
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